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巻
頭
言 

『
山
の
日
』
記
念
行
事
を
終
え
て 

埼
玉
県
山
岳
連
盟
会
長 

石
倉 

昭
一 

 

７
月
に
海
の
日
と
い
う
祝
日
が
あ
り
ま
す
。
海
の
日
が
あ
る
ん 

だ
っ
た
ら
山
の
日
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
と
い
う
声
が
山
岳
団 

体
の
中
か
ら
出
て
、「
山
の
日
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け 

が
起
こ
り
ま
し
た
。 

山
岳
５
団
体
（
日
本
山
岳
協
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
日 

本
山
岳
会
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド 

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
）
に
よ
る
「
山
の
日
」
制
定
協
議
会
の 

活
動
が
あ
り
、
２
０
１
４
年
５
月
、
国
会
で
国
民
の
祝
日
「
山
の 

日
」
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。 

今
年
は
そ
の
国
民
の
祝
日
「
８
月
１
１
日
・
山
の
日
」
の
施
行 

記
念
の
年
に
あ
た
り
、
埼
玉
岳
連
と
し
て
も
実
行
委
員
会
を
作
っ 

て
記
念
行
事
を
進
め
て
来
ま
し
た
。 

① 

８
月
１
１
日
午
前
、
武
甲
山
・
記
念
登
山 

② 

８
月
１
１
日
午
前
、
武
甲
山
・
ト
レ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

③ 

８
月
１
１
日
午
後
、
秩
父
で
記
念
講
演
＆
コ
ン
サ
ー
ト 

④ 

８
月
１
３
日
～
１
４
日
、
秩
父
で
一
泊
二
日
の
夏
休
み
親
子 

キ
ャ
ン
プ 

以
上
４
つ
の
行
事
を
行
な
い
、
４
つ
と
も
無
事
に
終
わ
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労 

さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
は
「
６
０
周
年
」
が
あ
り
、
今
年
は
「
山
の
日
」
と
イ
ベ 

ン
ト
続
き
で
忙
し
い
２
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
ま
た
来
年
は
「
２
０
１
７
雲
取
山
」
が
あ
り
ま
す
。 

標
高
２
０
１
７
ｍ
の
雲
取
山
は
東
京
都
・
埼
玉
県
・
山
梨
県
と 

３
都
県
に
ま
た
が
っ
た
１
０
０
名
山
で
、
人
気
の
高
い
山
で
す
。 

埼
玉
岳
連
と
し
て
も
何
か
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
お
祝
い
）
が
出
来 

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い 

致
し
ま
す
。 
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国民の祝日「山の日」施行記念 

Ⅰ 武甲山登山・Ⅱ 武甲山トレラン 

Ⅲ 講演会＆コンサート・Ⅳ 夏休み親子キャンプ 

《大会役員》 

大会名誉会長 田中 文男 県岳連 名誉会長 

大会会長  石倉 昭一 県岳連 会長 

大会役員  清水 武司 秩父岳連 会長 

     松本 敏夫 日本山岳会埼玉支部長 

     村岡 正巳 県岳連 副会長 

     相澤 重夫 県岳連 副会長 

     加藤 冨之 県岳連 副会長 

天野 賢一 県岳連 理事長 

 

 

Ⅰ・武甲山記念登山 報告 

２０１６年８月１１日（木）ａｍ７～ａｍ１２ 

講 師：『ワンポイントアドバイス』岩崎 元郎氏 

 

登山実行委員長：相澤 重夫 

副委員長：笠原 数浩 

登山実行委員：ＣＬ山口 新二、横内 鉄郎、瀬藤 武、

井上 一義、加藤 實、岡田 圭司、東 美明、高井 美

和子、尾市 佐保子、山口 静子、氏原 佐和子、ＰＬ

熊谷 潔、板橋 周吉、ＰＬ岩武 成秋、秋元 淑子、

田中 孝雄、中村 直樹、ＰＬ堀江 伸子、斎藤 一男、

今井 茂子、増田 修、計２５名、設営スタッフ：岩

井田 正昭他７名、一般参加者１０名   

 

霧の大杉広場にて小休止 

☆ プロローグ   

本年８月１１日（金）に祝日として「山の日」が

施行され、全国各地で「山の日」の記念イベントが

開催された。 

中央大会は長野県上高地で開催され、埼玉県では

秩父市で記念講演会、記念登山は武甲山を登ること

になった。武甲山は日本二百名山・関東百名山、さ

らに秩父のシンボル的山として知られ、今回「山の

日」イベントとして登るにふさわしい記念登山の対

象として取り上げた。  

☆ 武甲山記念登山   

 朝早くから記念登山関係者が集まり、受付横断幕

等設置の準備に取り掛かる。開会式も厳かに進めら

れ記念登山出発を前に岩崎講師を中心に写真撮影が
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行われた。３班に別れ生川登山口を後に山頂に向か

う。各丁目石を確認しながら高度を上げて行く。不

動の滝で山頂トイレ水不足を補うため横瀬町から運

搬協力依頼により体力の余裕に合わせて各自ザック

にペットボトルを詰め込んだ。ジグザグの急な登山

道をあえぎ登ると三十二丁目付近、小広い平坦なと

ころで杉の巨木が堂々とそびえる、ここが大杉広場

でベンチがありやや長めの休憩をとる。 

休憩後杉の樹林帯を残り半分の道程に汗を搾られ

頑張ると、やがて平坦になり山頂広場に着く。目の

前にトイレがありトイレ水の受け口を探した。水の

受け口が解りづらかったが神社の右裏手にマンホー

ルがあり、ここのマンホールの蓋を外して流し込む

ことが解った。全部で大小３０本ぐらいのペットボ

トルを運び、約５０～６０ℓはあったかなあ！みんな

頑張ってくれた。これで依頼の水運搬は一件落着。 

神社の左裏手に全員登り展望所に着く。ここで予

定の「山の日」記念登山の証拠写真を全員で撮った。 

秩父盆地の景観とさらに遠く両神や二子山の山並

みを期待するが残念ながら曇りやガスで視界は無く、

遠望することは叶わなかった。以前に見た景観を脳

裏に浮べ神社下の山頂広場で休憩とした。 

 

武甲山山頂で集合写真 

休憩後、班ごとに全員揃っていることの確認と下

りの安全注意喚起をして山頂を後に下山を始めた、

おかげにより順調に生川登山口に予定より３０分早

く到着、登山委員長の閉会の辞により武甲山記念登

山は滞りなくあいすみました。登山のみの方はこの

まま解散、講演会参加予定者は講演会会場へ移動と

なりました。     山口新二（ＵＤ・Ａ・Ｃ） 

              写真・山口新二 

――――――――――――――――――――――――――― 

Ⅱ・武甲山トレイルランセミナー報告 

２０１６年８月１１日（木）ａｍ７～１２ 

講 師：奥宮 俊祐氏 

トレランセミナー実行委員長：村岡 正巳 

副委員長：小茂田 利孝 

実行委員：ＣＬ早川 啓、米田 清子 

 

  武甲山・山頂でトレランセミナーの参加者 

 

山の日を記念して、武甲山トレイルランセミナー

を開催した。当日は雲が多く、残念ながら武甲山山

頂付近はガスで真っ白な状態だったが、走り易い気

候となり、1人の脱落者もなく、全員無事に完走す

ることができた。参加した皆様からは、「楽しかっ

た！」「気持ちよかった！」「また来たい」という

声を聞くことができ。無事に成功したと言える結果

であった。また、セミナー終了後は、集合・解散場

所としていた、土津園にて美味しい手打ちうどん・

そばなど、秩父の名物も楽しむことができた。 

【主 催】埼玉県山岳連盟 【運 営】FunTrails 

【コース】土津園⇔長者屋敷ノ頭⇔武甲山 

【距 離】約 11 キロ 

【参加数】２５名  【スタッフ数】５名 

【セミナー内容】 

① 山のマナー・ルールについて 

② 走り方の基本 

③ トレイルでの走り方。登り方・下り方など。 

④ 補給の方法及びタイミングなど 

③  その他、参加者から質問があった事項 

【スケジュール】 

7：30 受付開始  

8：00 セミナー開始（事前説明、体操など） 

12：30  セミナー終了   以上 

奥宮俊祐（FunTrails）  

 

 中央に奥宮講師によるトレランデモ 

写真：早川 啓  
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Ⅲ・記念講演＆コンサート 

２０１６年８月１１日（木）ｐｍ１～ｐｍ５ 

講師：『百名山を楽しく登る』   岩崎 元郎氏 

『ヴァイオリンコンサート』 佐原 敦子さん 

『秩父の楽しみ－山／地質／暮らし』 

吉田 健一氏 

『トレイルランを楽しもう！』 奥宮 俊祐氏 

開会挨拶 石倉総括実行委員長 

 

総括実行委員長：石倉 昭一 

記念講演実行委員長：加藤 富之 

副委員長：天野 賢一 

副委員長：松本 敏夫 

講演実行委員：ＣＬ岩井田 正昭、柳原 政一、 

塩谷 壽子、門出 郡平、古川 史典、高橋 努、 

八木 滋、天井 幸夫、神田 信尋、本村 貴子、 

草柳 浩、逸見 照三、新井 貞夫他９名、計３３名、

一般参加者８７名 合計１２０名 

 

早朝の雨模様も回復し午前９時に開館した講演会

場受付には石倉実行委員長はじめスタッフが勢ぞろ

い、地元の秩父山岳連盟・恵流峰会・新井会長を始

め多くの方に応援戴き、全員で会場設営を予定より

早く１１時ごろまでに終え、午後からの講演に備え

ました。定刻に講演会が開かれ、講師陣、大会役員

の紹介があり、講演会がスタート。 

 

 １・登山家 岩崎講師 

第一陣の「岩崎 元郎講師」による、フリートーキ

ングが一時間にわたり、ユーモア交えて現役で活躍

された頃の経歴などを講演戴きました。 

 

２・ヴァィオリニスト佐原敦子さん  

「佐原 敦子さん」によるクラッシクの名曲を挟んで

山の歌を、メドレーで数曲聞かせて戴きました。 

 大変贅沢なひと時に参加者は惜しみない拍手。 

  

３・秩父ジオパーク推進員 吉田講師  

小休止の後、地元から参加戴いた「吉田健一講師」

による、パワーポイントを駆使した、懇切丁寧な秩

父の地質や成立ちを説明戴き、それらの背景に暮ら

しと秩父山系の関わりを知ることが出来ました。 

 

４・トレイルランナー  奥宮講師   

ハセツネカップで知られる国内有数のランナーで

あり、多くの大会で名を馳せるまさしく「旬」のラ

ンナーからトレランの素晴らしさや、マナーについ

てのアドバイスを述べて戴きました。今回は武甲山・

トレランセミナーを講演前に実践しました。 

岩井田 正昭（広報） 

写真：笠原 数浩 （広報） 
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Ⅳ 夏休み親子キャンプ・中間報告 

日 時：平成２８年８月１３日～８月１４日 

場 所：秩父市三峰「岳人の家」  

 

 「岳人の家」グランドで早朝のラジオ体操 

平成２８年８月１１日祝日制定記念事業「秩父夏

休み親子キャンプ」は県民だよりで募集し、県内外

から２３家族５９人（内訳父兄２９名、子供３０名）

の皆さんに参加を頂きました。 

サポートは、県山岳連盟傘下の役員、会員、医療

の担当として防衛医科大学校山岳同好会員、補助員

として県立いずみ高校山岳部員とするスタッフ２４

名の総勢８３名で実施。 

このキャンプは、テント設営から夕食（カレー）

作り、天神平（群馬）星空インストラクターによる

「夏の星座セミナー」、親子花火、霧藻ｹ峰までの親

子登山などを、参加した家族が協力して一泊してい

ただく内容。会場の秩父市旧三峰小学校・分校では、

生活環境負荷の少ない「循環型バクテリア培養タイ

プ水洗トイレ」を初体験した参加者らは、躍動する

子供たちの歓声・笑顔と笑い声を山に残して、無事

終了した。 

ご芳志［氏名のみ記載］ 敬称略 

村岡 正巳、柳原 政一、齋藤 長作、計良 寿彦、 

新井 靖雄・長谷川 茂、 有難うございました。 

    「秩父夏休み親子キャンプ」実行委員長 

            長谷川 茂  

 

   霧藻ｹ峰へ親子登山！ 笑顔の子供たち 

写真・文とも長谷川 茂 

             編集 広報委員会 

会員投稿・報告 

Ⅰ 第 9 回埼玉ＣＭ・2016 in 松木沢 

■日時 平成２８年６月４日（土）～６月５日（日） 

■場所 松木沢ジャンダルム・ウメコバ沢の岩場 

■参加者 （遠峰山岳会）稲葉 龍太郎、（深谷山岳

会）加藤 富之、岡田 修、吉松 和宏、荒川 修一、 

政 健太郎、（浦和渓稜山岳会）内海 正人、 

布村 英夫、岩瀬 悠一朗、（大宮アルパインクラブ）

清水 良昭、（川越山岳会）横内 鉄郎、片田 多加世、

オブザーバー（栃木）野村・他１ 計１１名 

■行程 

６／４（土）  ジャンダルム １１人 

・右壁チョックストーンルート  

稲葉・清水・吉松 

岡田・布村・岩瀬 

・中央壁右ルート   加藤・横内・片田 

・中央壁中央ルンゼ     政・荒川 

・中央壁直上ルート  稲葉・清水・吉松 

・中央壁左ルート   岡田・布村・岩瀬 

６／５（日）  ウメコバ沢中央岩峰 ７人 

・右ルート      稲葉・吉松・荒川 

加藤・内海 

・凹角ダイレクト   岡田・政 

 

ジャンダルム中央壁・コブシ岩頂上にて 

■概要 

６／４朝６時に足尾銅親水公園に集合し、１時間

弱歩いて旧集落跡地ゲート先にＢＣ設営。自己紹介

ののち１１人全員でジャンダルムへ向かう。右壁基

部テラスで４パーティに分かれ登攀開始。１３時頃

各パーティ登攀を終え、中央壁頂上に合流。全員で

右ルンゼを下降しＢＣに戻る。１５時半より焚火を

囲んで交流会。 

６／５朝５時起床。７人でウメコバ沢へ向かう。

３パーティに分かれて登攀開始。１３時に中央岩峰

頂上に全員集合。１６時前にＢＣ到着。すぐに撤収

して親水公園に戻り、軽く挨拶して解散。 

■所感 

他会の人と登ると勉強になり、刺激も受けます。



(6)平成 28 年 9 月 30 日           埼 玉 岳 連 報            通巻第 55 号 

 

だから面白い！杯を交えればより一層楽しい。そん

なことを再確認したＳＣＭとなりました。今年は２

月の秩父に続き、２回開催し、昨年いただいた「田

中賞」を宴会費に充当させていただきました。この

場を借りて厚く御礼申し上げます。また参加者の方々

には、至らぬ設営にもかかわらず、笑顔でご協力い

ただき、感謝感謝です。大変楽しかったです、あり

がとうございました。 

                                           

 

ウメコバ沢中央岩峰 

凹角ダイレクトルート・４ピッチ目 

        写真・報告とも岡田 修 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅱ 個人会員委員会・実技講習会 

（地図読みとロープワーク） 

 

 八丁尾根登山口で 

両神山八丁尾根 講習会に参加して 

         個人会員 寺田 泰友 

 

梅雨の晴れ間の６月２６日、岳連個人会員委員会

による両神山の八丁尾根登山が個人会員、大宮アル

パインクラブ会員、海外登山委員の参加の元、行わ

れました。当日は清掃登山と合わせて、登山に於け

る岩陵帯の歩き方と言う講習も行われました。個人

会員例会でもそれに準じた事前講習を行っての登山

でした。 

快晴の中のスタート、１５～６名の参加となりま

したので八丁峠までの登りはツアー登山のような列

になりました。峠からは岩場が続くので小グループ

に分かれて登りました。岩と鎖場の続くルートで有

名な八丁尾根ですので大人数ではグループに分けて

も登山道は長蛇になってしまいます、その為、どう

しても行動に時間が掛かってしまい思った行動が出

来なく、今回は初心者も参加の山行でしたので、も

う少し岩場ではどう歩いたら良いか、など積極的な

アドバイスがあっても良かったかなと感じました。 

事前にピークハントは目的ではないとの事で今回

は東岳までのピストンでしたが、行動時間に余裕が

なく下山時間に追われてしまう状況にもなったので、

参加人数や行程などを計画段階でもう少し考慮出来

たらと思いました。 

あの山に行ったと言う記録でなく今後に繋げる為

にも、もう少し内容を濃くした山行や講習が出来て

行ければと思います。  

 
      東岳山頂で参加者一同 

写真・笠原 数浩 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅲ 平成２８年度 遭対講習・研修会 

２０１６／７／２－３ 東吾野周辺 

 

東吾野・アルパイン入門道場にて 

 

読図・アクシデント対応講習・研修会に参加して 

グループ・ド・アミ 橋本 圭 

 

山を登るようになり３年になります。最初は北ア

ルプスのあの山に登ってみたい、あの山からあの山

に縦走したいなどと思いを馳せながら、道具を揃え

たり、計画を練っていました。最近は登る度に装備
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であったり、状況判断であったり、次回はこんな感

じで登ってみよう、この道具を使ってみようなどト

ライアンドエラーな部分を感じるようになりました。 

その中でも、私自身や同行者が道迷いやケガ・事

故などのアクシデントには会った経験がない、もし

自身が道に迷った場合、アクシデントに遭遇した場

合にはどうすればよいのか、トライアンドエラーが

効かない部分でもあり気になることでありました。 

これまではなかなか前向きに参加することはあり

ませんでしたが、今回、経験ある様々なクライマー

や山岳救助隊の貴重な体験談、意見やアドバイスを

じかに受ける機会を得ることができ、参加してよか

ったと感じています。 

今回の講習・研修会で行われた中でもなかなか経

験することがない夜山を徘徊するナイトウォーキン

グはとても興味をもっていました。名前のとおりヘ

ッドランプと地図と勘？を頼りに真っ暗な山を山行

しました。３グループにわかれ５〜６人のグループ

で登り、地図で現在地をこまめに確認しながらルー

ト図を作成しましたが、夜間の場合は、方向感覚や

距離感は昼間とは大きく違い、作成したルート図に

はズレがありました。途中ヘッドランプを消灯し暗

闇を歩いた時には低山であれ、グループがいたとし

ても恐怖心にかられます。これが単独だった場合を

想像すると非常に恐ろしいことだと感じました。翌

日、ナイトウォーキングのルートを改めて登り返し

をした際に同じ距離でも昼と夜では体力的な感覚が

あきらかに違うこと、夜には見えていない部分、気

づいていない部分があり、暗闇を場所や道も解らず

にヘッドランプの明かりのみで歩く事は体力的・精

神的にも疲弊することを肌で感じることができ有意

義な体験でした。また、私自身使用経験のないツェ 

ルトを使用し簡易テントとしてビバークをしまし

たが、普段持っているが使用機会がない道具や効果

的な使用法を実際に体験できる場であることも講習

会のよいところだと思いました。 

飯能日高消防署・大神田山岳救助隊長 

の講義を聴く講習の皆さん 

今後の山登りで自身・同行者が道迷いやアクシデ

ントに遭わないことがベターですが、遭遇した際に、

知っていること経験していることで臨機応変にベス

トな判断をするための基礎として、今回のナイトウ

ォーキングや応急訓練は、感覚や知識を得る有意義

な講習・研修会であると感じました。トライアンド

エラーの効かない体験なので是非、今後とも同様の

講習・研修会を定期的に開催していただけたらと感

じています。 

――――――――――――――――――――――― 

登攀技術講習会・指導員研修会 お知らせ 

主  催：県岳連・指導委員会/遭難対策委員会合同 

期  日：１０月２８日 

場  所：東吾野『平戸の岩場』 

申  込：１０月１０日（厳守） 

問合せ先：指導委員会 野村 善弥  

０４３－８８５－１４７０ 

      ynomu36@ybb.ne.jp 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

特別講演会「北岳周辺での登山・山小屋事情と変遷」 

主  催：日本山岳会埼玉支部 

期  日：１２月７日 １９時～  

講  師：高妻 潤一郎氏(白根御池小屋管理人) 

場  所：浦和コミュニティセンター 

申込み・問合せ先 安全登山委員会・宮川美知子 

      ０９０－２６４８－１９４７ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

平成 28 年度 冬山遭難防止研修・講習会 案内 

主  催：県岳連・遭難対策委員会 

期  日：１２月１０日～１１日 ９時～ 

場  所：埼玉県県民活動総合センター（伊那） 

申  込：１２月１１日 ／ 費 用・有料 

問合せ先：遭難対策委員会 瀬藤 武  

０７０－４１３６－８８８４ 

setou@tkc21.co.jp 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第２９回県民総合体育大会 

コバトンクライミングカップ（ロープ部門） 

主  催：県教育委員会、県体協、県岳連、高体連 

後  援：加須市教育委員会 

主  管：埼玉県山岳連盟 

期  日：１１月２７日 

会  場：加須市民体育館 

申込締切：１１月１４日 

問合せ先：競技委員会 横内 鉄郎 

          ０９０－５３９１－０００５ 

     t.yokouchi.smf@gmail.com 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第 7回全国高等学校選抜クライミング選手権大会 

期  日：１２月２４日～２５日 

会  場：加須市民体育館 

詳細は理事会で配布。 

mailto:t.yokouchi.smf@gmail.com
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平成 28 年 9月理事会(第 4 回)報告 

９月８日（水）１９：３０～北本市中央公民館 

０ 出席 相澤・村岡（企画）・加藤（事務局長）各

副会長・天野理事長・宇津木副理事長・横内（競技）・ 

堀江（自然）・高岡（ジュニア）・岩井田（広報）・笠

原（個人）各常任理事。 

長谷川（熊谷）・増田（川口）・山口（ＵＤ）・渋谷（西

岳）・塩谷（大宮）・門出（東部）・岡野（蓮田）・詫

摩（エコー）・小茂田（高体連）・土屋（ＣＣＢ）・舞

原（代理／山旅）・岩崎（とだ）・道浦（ＳＣＣ）・柳

原（小鹿野）・大熊（代理／渓稜）・小川（岳稜）・大

野（川越）・大山（比企）・松本（ＪＡＣ埼玉）・ 

 

各理事  以上 ２９名  記録／広報 岩井田 

１ 開会挨拶 （相澤副会長）  

２ 会長挨拶   欠席 

 

３ 報告  

①７／２９ 蕨市岳連主催「埼玉県警・山岳救助隊

のお話＆山の音楽を楽しむ夕べ」約８０名 蕨市立

中央公民館 

②７／３０－３１ 第７１回国民体育大会関東ブロ

ック山岳競技・山梨大会     甲府 

③７／１３－１４ 埼玉県警山岳救助隊 荒隊長 

告別式   メモリアルホール岡部 石倉会長 

④８／１１ 国民の祝日「山の日」施行記念・ 

平成 28 年度県立自然公園清掃登山・報告 

    自然保護委員長 堀江 伸子 

「山の日制定記念」平成２８年度県立自然公園清掃登山を県内の山域で実施。１６団体・延べ２４回にわた

って行われました。詳細は下記の通りです。 ご協力有難うございました。 

NO 登山日 山岳会名 実施責任者 参加数 主な山・山域 

１ ４月２４日 川口市山岳連盟 岩武  成秋 ９ 物見山 

２ ４月２９日 恵流峰会 新井  貞夫 ３ 熊倉山 

３ ５月  １日 恵流峰会 新井  貞夫 ４ 武甲山・大持山 

４ ５月２２日 大宮山岳会 寺井  繁美 １０ 鐘撞堂山 

５ ５月２６日 恵流峰会 新井  貞夫 ４ 武甲山 

６ ６月  １日 個人会員委員会  ３ 日和田山 

７ ６月  ３日 東部登高会 中 西  博 １９ 黒山三滝 

８ ６月  ３日 桜草山の会 堀江  伸子 ７ 黒山三滝 

９ ６月  ４日 エコー山の会 岡  康 行 ３５ 顔振峠 

１０ ６月  ４日 川口市登山同好会 増 田  修 ２０ 大高・天覚山 

１１ ６月  ５日 ＡＣとだ 岩崎  繁夫 ６ 丸山 

１２ ６月  ５日 川口市岳連・UDAC 岩武  成秋 ９ 丸山 

１３ ６月  ５日 恵流峰会 新井  貞夫 ３ 霧藻ｹ峰 

１４ ６月  ５日 大宮ＡＣ  １２ 大高山 

１５ ６月  ８日 大宮ＡＣ 宮崎  隆樹 ２ 日和田山 

１６ ６月１２日 蓮田山の会 榎 本  昇 ７ 仙元山 

１７ ６月１８日 大宮ＡＣ 瀬下  吉政 ３ 丸山 

１８ ６月１９日 川越山岳会  ７ 武甲山 

１９ ６月２２日 大宮ＡＣ 大江  幸子 ２ 棒ノ峰 

２０ ６月２５日 個人会員委員会 笠原  数浩 １１ 両神山 

２１ ６月２６日 大宮ＡＣ 石倉  昭一 ４ 両神山 

２２ ６月２６日 桶川山の会 森  良 治 ９ 大高取山 

２３ ６月２６日 壁稜山岳会 桜井  勝伸 ６ 伊豆ｹ岳 

２４ ６月２６日 毛呂山山岳会 中野  新一 ６ 鎌北湖 

参加山岳会数 参加人員 金属缶類 瓶類 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 可燃ゴミ その他 

１６団体 ２０１名 １９０ケ ５１本 ９７本 ３５kg 登山道以外に放置ゴミあり 
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武甲山登山、トレランセミナー、講演会＆コンサー 

ト  秩父 

⑤８／１３－１４ 秩父夏休み親子キャンプ秩父 

⑥８／１３－１５ 第１９回ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ 南砺市 

 

４ 協 議 

（１）「山の日」制定記念イベントについて 

① ８／１１ 武甲山登山    

② ８／１１ トレランセミナー         

③ ８／１１ 講演会＆コンサート       

④ ８／１３－１４ 秩父夏休み親子キャンプ  

（２）「山の日」制定記念特集記事（日山協）につい

て 

「山」と「執筆者」の選出 野井篤元理事長に折衝 

（３）９／１４岩崎元郎講演会について 

（４）今後の課題について 

① 「２０１７雲取山（標高年）」イベントについて 

② 「山のグレーディング→体力セルフチェックテ

スト」コースについて 

③ 「埼玉岳連ホームページ」について  

（５）２０１７カレンダー用写真の応募と審査につ

いて 

（６）７１国体について    

（７）「ＦｕｎＴｒａｉｌ・１００ＫＲｏｕｎｄ秩父

＆奥武蔵」について 

（８）新規加盟団体 について 

秩父山岳会（会長：清水武司）秩父山岳連盟：所属 

（９）「日山協 平成２８年度専門委員会部常任委員

の推薦」について  

（１０）その他 

① １０／８「長瀞アルプス 山ガール・ハイキン

グ参加者募集」について 秩父地域振興センター地

域振興担当：大石氏 

② 「会員証」の発行について   

③ 日本山岳会埼玉支部の講演会 後援申請につい

て「北岳周辺での登山 山小屋事情と変遷」講師： 

高妻氏 

   

５ 各部からの報告等 

①指導委員会 

●８／２０－２１ 日山協遭難対策委員会・指導合

同委員会 神奈川 

〇１０／２２ 指導員総会・研修会 飯能（東吾野） 

〇１０／２３ 登攀技術講習会・指導員研修会（指

導・遭対合同）阿寺の岩場 ②競技委員会   

●７／３０－３１ 第７１回国民体育大会関東ブロ

ック山岳競技・山梨大会  甲府 

●８／１３－１５ 第１９回ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ 南砺市  

〇１０／７－９ 第７１回国民体育大会山岳競技・

岩手県大会    盛岡 

〇１１／１３ 第３回関東小中学生選抜クライミン

グ選手権大会     神奈川 

〇１１／２７ 第２９回県民総合体育大会コバトン 

クライミングカップ（ロープ部門） 加須 

○１２／２４－２５ 第６回全国高等学校選抜クラ

イミング選手権         加須 

 

③選手強化委員会 

●７／３０－３１ 第７１回国民体育大会関東ブロ

ック山岳競技・山梨大会   甲府 

●８／１３－１５ 第１９回ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ 南砺市 

●９／２ 岩手国体監督会議 上尾スポーツ総合セ

ンター    

〇９／１４ 国体結団式・壮行会さいたま市民会館 

〇１０／７－９ 第７１回国民体育大会山岳競技・

岩手県大会        盛岡 

〇１１／１３ 第３回関東小中学生選抜クライミン

グ選手権大会     神奈川 

○１１／１６国体解団式・表彰式さいたま市民会館 

〇１１／２７ 第２９回県民総合体育大会コバトン

クライミングカップ（ロープ部門）加須 

○１２／２４－２５ 第６回全国高等学校選抜クラ

イミング選手権   加須 

※「世界へ羽ばたけ！埼玉のスポーツ人財飛翔事業」  

 

④遭難対策委員会  

●８／２０－２１ 日山協遭難対策委員会・指導合

同委員会 神奈川 

〇９／２３－２５ 日山協中高年安全指導者講習会

（新潟・角田山周辺）  ※川口市登山同好会参加 

〇１０／２３ 登攀技術講習会・指導員研修会（指

導・遭対合同）              阿寺

の岩場 

○１２／１０－１１ 平成２８年度冬山遭難防止研 

修・講習会       伊那 

 

⑤自然保護委員会    

●５／１５～６／３０ 山の日制定記念・平成２８

年度清掃登山 

●８／１１山の日イベント 自然保護委員の参加 

●９／３－４ 日山協自然保護委員会総会  東京

オリセン 

○１０／１－２ 第５回関東地区自然保護交流会  

鋸山 

○１１／５ 日山協自然保護委員会指導員研修会  

オリセン 

⑥海外登山委員会  
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●７／２７－２８ 富士山頂高所順応訓練 

●８／３１ トレッキング打ち合わせ会 壮行会／

大宮  隊員６名、岳連役員他  参加   

○９月「６０周年記念海外トレッキング隊」 

①サトパント７，０７５ｍ登山隊 ９月１７日～１

０月１１日（２５日間） ３名参加  延期 

②タポバントレッキング隊 ９月１７日－９月２６

日 ６名参加 

○１０／２７ 都岳連海外委員会 海外の山を知ろ

う「北米登山入門」上村絵美・木元康晴・小林千穂  

東京オリセン 

○１１／１０ 日山協海外登山懇談会「働きながら

海外の山へ」坂上光恵・山岸尚将 東京オリセン 

⑦ジュニア委員会 

●８／５－１０ ６０回全国高等学校登山大会（岡

山県・蒜山） 男子：所沢高校 女子：志木高校 

●８／２３ 高体連・南部地区新人大会 沢登り 

谷津川・地獄谷  中止 

〇９／１８ 高体連クライミング大会（高体連・東

部地区新人大会クライミング） 

〇９／２５－２６ 高体連・北部地区新人大会縦走 

９／２５－２６ 高体連・西部地区新人大会縦走 

白毛門他       

○１０／２８－３０ 高体連・関東大会（主管：埼

玉県高体連）１都６県＋山梨県奥武蔵・奥秩父  

春日部工業高校参加。 雲取山、白泰山、武甲山 

約４００名  ＢＣ：元気プラザ 

 

⑧広報委員会 

●８／８ 野生動物の襲撃遭難連続の情報 

       埼玉県山岳救助隊・飯田副隊長 

〇１０／１週 広報誌「第５５号」の発行予定 １

４ｐ 山の日、関東ブロック大会 その他 

 

⑨企画委員会                     

●８／１８ トレラン実行委員会  

●８／２０ｏｒ２１ ＦＴＲ１００Ｋ＆５０Ｋ実行

委員会リーダーミーティング    

●８／２８ 高校生大会実行委員会（幕張総合高校） 

〇１１／１９－２０ Ｆｕｎ Ｔｒａｉｌｓ １０

０ ｋｍ Ｒｏｕｎｄ秩父＆奥武蔵 

〇１２／２４～２５ 第７回全国高等学校選抜クラ

イミング選手権大会 加須  

 

⑩個人会員委員会 

●７／１４ 個人会員例会  

●８／１８ 個人会員例会 登山計画講習会（机上） 

○９／１５ 個人会員例会 沢登り講習会（机上）  

○９／２５ 沢登り（上越／白毛門沢）１１名参加

予定。 

 

⑪事務局 

●７／２９ 埼玉県警察山岳救助隊のお話＆山の音

楽を楽しむ夕べ 蕨市中央公民館 

講師：埼玉県警察山岳救助隊副隊長 飯田雅彦氏   

●８／  「国際大会への選手の推薦」について  

●８／１７－２０ みんな集まれ！ジュニア登山教

室ｉｎ立山 国立登山研修所〇「会員証」の発行に

ついて  

〇７／２６－９／２５さいたま県立熊谷図書館より

資料展示「日本の山～信仰の山・生活の山・実りの

山～」 無料 

○９／１７（土）平成２８年度清水武甲先生顕彰会

理事会・総会・懇親会（開催） １１時～じばさん

センター５階 

○９／２３－２５ 平成２８年度中高年安全登山指

導者講習会＜東部地区＞※川口から参加 田山周辺

（メイワサンピア） 

〇１０／２ 奥秩父閉山式並びに遭難者慰霊祭 

〇１０／１－２ テントフォーラムｉｎかなやま 群

馬県太田市 

〇１１／４－６ 平成２８年度安全登山普及指導者

中央研修会（２回）  国立登山研修所・富山 

〇１１／４－６ 全日本登山大会  島根県 

※浦和渓稜山岳会 創立６０周年記念式典を開催 

１１月２７日（日）浦和ワシントンホテル１６時～ 

 ５．閉会挨拶 （村岡副会長） 

編集：広報委員会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

☆ 埼玉県警山岳救助隊から『秩父山岳情報』 

がありますのでご留意ください 

★★野生動物の襲撃遭難連続★★ 

秩父では蜂と熊に登山者が襲われ死傷する事故が２

日連続発生しましたので詳細報告します。 

８月６日 午後２時、豆焼沢の樹林帯岩斜面で８０

歳男性が黒スズメ蜂に３７カ所刺され、１０分後に

心肺停止、防災ヘリで収容されましたが死亡が確認。

８月７日 秩父市荒川日野地区登山道脇の洞穴を５

８歳ハイカーが覗いた所、中から熊が飛び出し襲わ

れ、道脇の垂直斜面を５ｍ滑落、山岳救助隊により

救出されたが重傷。大持山の稜線秩父側には岩穴が

多数あり熊がいる場所です。当隊では蜂スプレーに

ショルダー紐を付け常時携行し、熊撃退スプレーも

同様に携行しています。 ３０年救助隊で活動して

ますが、蜂によるショック死、熊の襲撃も初めての

ことです。お互い注意して活動しましょう。 

２０１６／０８／０８ 

――――――――――――――――――――――― 

埼玉県警察山岳救助隊 飯田です。 

関係者皆様には日頃の遭難防止協力に感謝申し上げ
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ます。さて、連日の大雨や台風などにより、秩父山

岳地では被害が出ています。登山に関する情報を連

絡します。 

☆南天山は沢の丸木橋多数流出のため登山禁止。 

☆横瀬二子山 兵の沢コースは橋流出のため登山禁止。

浅間神社コースへ迂回。 

☆中津川林道は山崩れにより通行不能。長野県へ行

けません。数年は開通不能。 

☆和名倉山は二瀬尾根と旧営林署小屋間で登山道崩

落、危険看板掲示。となります。なお、各沢は増

水していますので沢登りは十分な検討を願います。  

２０１６／０９／２１ 

――――――――――――――――――――――― 

２０１６／５月～９月 埼玉県内選手リザルト 

【第２回日本ユース選手権ボルダリング競技大会】 

２０１６／５／１４－１５  倉吉体育文化会館  

 

［ジュニア 男子］  ５位 波田 悠貴 

［ユースＡ 男子］  ３位 中村 颯人、  

７位 本間 大晴 

［ユースＢ 男子］  ８位 中村 大夢、  

２７位 鶴 隼斗 

［ユースＡ 女子］ ２３位 松井 結 

［ユースＢ 女子］  ２位 曽我 綾乃、 

１６位 須見 真絢 

［ユースＣ 女子］ １２位 野部 七海 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第９回コバトンボルダリングカップ２０１６】 

第２９回県体兼国体・ＪＯＣｊｒ大会 埼玉予選会 

２０１６／５／２２    ロッククラフト川越 

 

［エキスパート］   １位 是永 敬一郎、 

２位 渡邉 海人、３位 中村 颯人、 

［女子］    １位 曽我 綾乃、 

２位 須見 真絢、３位 小林 由奈 

［スーパーミドル］  １位 岩崎 輝之、 

２位 平岡 寛仁、３位 山崎 教史 

［ミドル］    １位 池田 大翔、 

２位 矢部 成巳、３位 榎本 豊 

［キッズ］    １位 猪鼻 碧人、 

２位 野部 七海、３位 小池 はな 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第１７回ＫＡＺＯクライミングカップ２０１６】 

第２９回県体兼国体・ＪＯＣｊｒ大会 埼玉予選会 

 

２０１６／５／２９    加須市民体育館 

［エキスパート］   １位 波田 悠貴、 

２位 本間 大晴、３位 矢田部 浩史 

［スーパーミドル］  １位 阿部 貴裕、 

２位 牧田 空、  ３位 別所 綱 

［ミドル］      １位 小池 はな、 

２位 石井 幸宜、３位 篠原 大太 

［ビギナー］     １位 宮地 直弘、 

２位 石川 果穏、３位 篠原 あかね 

［キッズ］      １位 佐々木 幹太、 

２位 金子 千優、３位 大澤 苺花 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第３０回ジャパンカップリード競技岩手大会】 

２０１６／６／１１－１２  岩手県営運動公園 

 

［男子総合］     １位 是永 敬一郎、 

１０位 波田 悠貴、１７位 芝田 將基、 

３１位 古畑 和音、３９位 加藤 悠生  

［女子総合］       １４位 坂井 絢音、 

１６位 曽我 綾乃、３６位 金子 桃華、 

４０位 小林 由奈  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第７１回国民体育大会関東ブロック大会山岳競技】 

２０１６／７／３０   小瀬スポーツ公園体育館 

  

［少年女子］１位通過（金子 桃華・曽我 綾乃） 

［少年男子］１位通過（本間 大晴・中村 颯人） 

［成年女子］２位通過（加島 智子・坂井 絢音） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第１９回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ大会】 

２０１６／８／１３－１５   南砺市桜ケ池 

［男子ジュニア］   １位 波田 悠貴、  

８位 白石 裕次郎 

［男子ユースＡ］   ２位 本間 大晴、 

１４位 中村 颯人、１６位 加藤 悠生、 

３８位 續 椋太 

［男子ユースＢ］  １７位 鶴 隼斗、   

３３位 牧田 空 

［女子ユースＡ］   ９位 金子 桃華、 

２３位 小林 由奈 

［女子ユースＢ］   ９位 曽我 綾乃、 

１８位 須見 真絢 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第 71 回・岩手国体（盛岡市）・出場 選手監督 

今年はフルエントリー 活躍が一段と楽しみです。 

実施競技会場 

リード／ボルダリング 盛岡市・岩手県営運動公園 

期  日：平成２８年１０月７日～１０月９日 

成年男子：是永 敬一郎・波田 悠貴 監督 佐藤 豊 

成年女子：加島 智子・坂井 絢音 監督 門間 希美 

少年男子：本間 大晴・中村 颯人 監督 内海 信 

少年女子：金子 桃華・曽我 綾乃 監督 鈴木 友希 

           

この項 広報委員会 
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【事務局便り】 

『連盟加入のお知らせ』 ｈ２８年９月２日 

山岳会名：秩父山岳会   

所属地区：秩父山岳連盟 

会    長：清水 武司 （秩父山岳連盟会長） 

担  当：新井 靖雄 （秩父山岳連盟副会長） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

｢世界へ羽ばたけ!埼玉のｽﾎﾟｰﾂ人財飛翔事業｣ 

強化指定選手に！ 

是永 敬一郎、波田 悠貴、加島 智子、坂井 絢音、 

中村颯人 以上の 5 選手が選考されました。 

指定期間は１年間 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日本山岳協会・第 3回海外登山懇談会 

 

開催期日：１１月１７日 （木） 

開催場所：代々木オリンピックセンター（３０４） 

講  演：１９時開会～２１時閉会 

「私の海外の登山・山スキーの旅 ―山と仕事と―」 

坂上 光恵氏 

「子連れだからこそ海外へ！家族で楽しむアメリカ

クライミング」        山岸 尚将氏 

参 加 費：５００円（予約不要） 

お問合せ：(公社)日本山岳協会 

ＴＥＬ： ０３－３４８１－２３９５  

 Email：info@jma-sangaku.or.jp 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【編集後書】 

 

紙面を見やすくとのご意見があり、試験的に今号

「岳連報５５号」から文字フォントの変更を行いま

した、各行事の報告、山行報告などを前半に、巻末

に今後の計画、リザルト、「理事会報告」で構成した。 

広報誌についてのご指摘、ご意見等、ご要望など

忌憚なくお寄せ下さい。      広報委員会 

miwaida@mua.biglobe.ne.jp   岩井田 正昭 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 この９月、月間２０日間も晴れ間の見えない天候

不順に悩まされる。夏から秋にかけて頼まれている

幾つかのハイキング・イベントが雨天で延期、台風

接近で中止の繰り返しで全く日程の収拾がつかない。 

 ボランテァとはいえ、楽しみに待っている方々に 

打ち切るのは失礼だし、天候回復が最後の望み。 

来月は何とか秋空を期待したいが、空のぞみか！ 

             20160925 @miwaida 

mailto:info@jma-sangaku.or.jp
mailto:miwaida@mua.biglobe.ne.jp
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